
分数のたし算・ひき算のコツ

例１．

例２． 分母の数がちがうときは、
「通分」してから計算しよう。

例３．

分母の数がちがうときは、
「通分」してから計算しよう。

例４． 「約分」ができるときは、
必ずしましょう。

例５．
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小数や整数は、分数になおして計算しましょう。

１
３

３－１
６

＝
２
６

＝

もしくは １

１
６

＝
１
２ － １

６

分子・分母を２倍

＋ １ １６＋４＋３
＝

４ ＋ ３
１２

１３
＝

１２１２ １２
１ ＋ １
２ ３

×６

４
＝

３＋２
６

６ ＋ １２

×４ ×３

１２

＝
５
６

＝
３ ＋ ２
６ ６

分母が同じ数のときは、分子だけのたし算。

分母が同じ数のときは、分子だけのひき算。
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分数のたし算・ひき算を理解するページ
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これをケーキで例えると ＋ ＝ ということですね。
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　って、いくつでしょう？　あまり深く考えずに計算すると、  になりそうですよね。
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